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	応用
	抗原情報
	背景
	骨髄系およびB細胞のプロトオンコゲンとして機能する。白血病原性および造血において重要な役割を果たす可能性がある。リンパ球産生の必須因子であり、胎児肝臓におけるB細胞形成に必要である。ARP1の転写抑制活性の調節因子として機能する可能性がある。転写因子（PubMed:16704730、PubMed:29606353）。B​​AF SWI/SNFクロマチンリモデリング複合体（PubMed:23644491）と関連する。HBG1ヘモグロビンサブユニットγ-1遺伝子（PubMed:29606353）の遠位プロモーターを含む標的遺伝子の制御領域にある5'-TGACCA-3'配列モチーフに結合する。おそらくHBG1の直接的な抑制を介して、γ-グロビンからβ-グロビンへの発達的スイッチの制御に関与する。したがって、胎児ヘモグロビン（HbF）レベルを間接的に抑制する（PubMed:29606353, PubMed:26375765）。脳の発達に関与する（PubMed:27453576）。造血において役割を果たす可能性がある（類似性による）。胎児肝臓におけるB細胞形成に必要なリンパ球産生の必須因子（類似性による）。NR2F2の転写抑制活性の調節因子として機能する可能性がある（類似性による）。
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	Jurkat 細胞溶解物中の Ctip1 発現のウェスタン ブロット分析。

